2018年7月7日

公益社団法人 中越防災安全推進機構

松井千明

防災学習実施計画案
　　対象：見附市立上田井小学校5・6年生 14名（5年生11名・6年生3名）
　　日時：7月7日（火）①14：00～14：45／②15:00～15:45 ※13時過ぎに会場着予定

　　場所：見附市立田井小学校　視聴覚室
　　状況・ニーズなど：
・6月8日に修学旅行の一環でそなエリアを見学。そこでの学びを活かした防災学習をしたい。
・そなエリアの見学で、子どもたちは地震が起きたらどのような状況になるか、直後どう身を守るかについて主に学習した。そのなかで、「10のそなえ」のパネルから、地震が起こる前に対策をしておくという視点を新鮮に感じたようだった。
・7月7日の2コマのうち、1コマは地震後の様子をさらに詳しく知る（体験者による話）。もう1コマは事前の備えについて考える（校内点検）。
・保護者の状況としては、中越地震後に備えをした家庭も、14年経過したために備蓄品の期限が切れるなど意識が低くなっている。
	プログラムのテーマ
	①中越地震を知る（地震後の様子をさらに詳しく知る）
②事前の備えについて考える（校内点検にむけての事前学習）

	プログラムの目標
・子どもたちに感じてほしいこと
・言ってほしい言葉 など
	①地震が起きたらどんな状況になるのかがわかった。生活の様子、人の心の動きなど詳しくわかり、もしまた起こった時に困らないように、今のうちにできることを準備したいと思った。
②校内で地震が起こったらどんな状況になりそうかチェックするポイントがわかった。学校が避難所になった時に活用できそうなものもいくつかイメージすることができた。

	企画のねらい
	①災害発生後の生活について、中越地震の体験談を聞き、質問をしながら詳しく状況を知り、自分に置き換えて考えることで、災害を自分の身に降りかかることとして捉える。
②校内の危険個所、避難生活を送る場合に活用できるものや設備を点検するための導入として、点検の際の見るべきポイントを考える。


	プログラムの展開

	時間
	流れ
	使用するもの・留意点

	14:00-14:15

〈導入〉：15分
	◆ねらいの説明
・そなエリアでは都市部での状況を知った。今度は田井小学校区と似た状況の中越地域での地震後の状況を知ろう。
◆きおくみらいシアター映像前半部分視聴

・被害の状況
・被災した人たちの直後の様子
	

	14:15-14:40

〈展開〉：25分 
	◆東川口での被災後の状況(10分)
・被害の状況
・被災した人たちの直後の様子
・避難生活の様子

◆質疑応答(10分)
・児童がさらに詳しく聞きたいことについて自由に質問し、被災後の状況についてよりイメージをわかせる。
	※写真をもとに対話形式で体験談を伝える。
※質疑応答を詳しくする

	14:40-14:45
〈まとめ〉： 5分
	◆まとめ

・地震が起こってしまったらあるもので何とかしなければならない。
・少しでも困りごとを減らせるように、大事な命を守れるように今からできることを考えて動いてみよう。
→次の時間：校内点検に向けて
	※次の時間に向けての意識付け

	14:45-15:00
〈終会〉： 15分
	
	

	15:00-15:15

〈導入〉：10分
	◆質問：コンビニにいる時、地震が起きたらどうする？
→揺れている瞬間は何もできない
→事前の備えについて学校の中を点検してみよう
	

	15:15-15:40

〈展開〉：25分 
	◆学校内で地震が起きたらどんな状況になるか予想する
①地震が起こった時（＋余震の時）に危険な場所
②智真が起こった時に安全に避難できる工夫
②学校で避難生活をするときに使えそうなもの・場所
◆写真で補足
	※個人で予想→発表

	15:40-15:45
〈まとめ〉： 5分
	◆まとめ

・地震が起こる前に、学校内の危険な場所を見つけ、できたら危険が少なくなるように対策を立てよう。
・学校が避難所になった時に、役に立ちそうなものを見つけ、使い方を知ったり、考えたり、準備しよう。
→次の時間：校内点検
	※次の時間に向けての意識付け


【用意するもの】
◎田井小学校
□プロジェクター□スクリーン□筆記用具□撮影着材（タブレット・カメラ等）
◎中越防災安全推進機構

□スライドデータ（学校のPCへUSB差し込みOK）
□レーザーポインター□ノートパソコン□記録用カメラ□シアター映像DVD
